
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

令和２年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 上伊那北部自転車観光推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

上伊那北部観光連絡協議会（事務局：南箕輪村役場産業課内） 

上伊那郡南箕輪村 4825番地１ 

事業区分 (６)産業振興、雇用拡大（ア 特色ある観光地づくり） 

事業タイプ ソフト 

総事業費  1,796,244円（うち支援金：1,298,000円） 

①自転車へ興味がある者へアプローチ 

②コース開発、観光地点を自転車で繋ぐ 

③コース開発 PR 

※自己評価【B】 

【理由】 

・サイクリングマップができ、各町村役場、

拠点施設に置き、周知を図っている。 

・サイクルスタンド WSは想定人数の約半数だ

が、規模に対する当日人数は適正に思える。 

・モニターツアーは多くの参加者から満足の

声をもらっている。 

【ワークショップの様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

【ツアーの様子】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎
に記載すること。 

①サイクリングマップ製作 
 サイクリングマップができたことにより、３町村を周遊するルートの設定
し、周知することができた。今後多くの人に手に取ってもらい、知ってもら

うことで本地域に訪れるサイクリストの増加が見込まれる。 

 
②サイクルスタンド作製ワークショップ 

 ３町村の６事業者が参加し、自転車観光や環境づくりへの興味、事業者と
の連携、関わり合いの機会作ることができた。 
 

③サイクリングモニターツアー 
 参加者は定員に達し、募集チラシや SNSでの発信による効果があった。参
加者内訳を見ると老若男女問わずおり、また初心者から乗り慣れた方もい

て、関心の高さを感じる結果となった。 

上伊那北部地域は平坦、急峻な地形を有しており、様々な自転

車コースの設定が可能。また、自転車事業は長野県でも盛り上が

りを見せており、この地域でも自転車に親しみやすい地域づくり

を目指し、下記の事業を行った。 

・サイクリングマップ製作  

  作成部数：3,000部 

  各町村役場及び拠点施設等に 

・サイクルスタンド作製ワークショップ 10事業者参加予定 

  実施日：９月 30日 ６事業者参加 

・サイクリングモニターツアー 20人参加予定 

  当初：10月 10日 台風により中止 

  再振替日：11月 15日 18人参加 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

サイクリングマップが完成し、各町村役場、拠点施設に設置している。今後、更なる周知のため、自転車観光に関連のある店舗への設置依頼

や PR できるイベント等あれば足を運び、PR を実施していきたい。 

飲食店など事業者向けのサイクルスタンドワークショップを開催し事業者との連携、関わり合いの機会を作ることができた。ただ事業者は、

休業日でないと参加ができないため、多くの事業者を集めることは難しいことがわかったため、今後は、各町村にある高等学校と連携し、地域

連携課題解決等を通じた探究的な学びの場としてサイクルスタンド普及をお願いできればと考えている。 

 モニターツアーを実施し、多くの参加者から満足の声をいただくことができた。今回のツアーでは本地域の西ルートのみであったため、今後

は、東ルートや季節を変えたツアーを実施し、より本地域のルートの魅力を知ってもらえるようにしていきたい。 


